


避難訓練チェックリスト　A．大地震発生時（礼拝・集会中）
Ⅰ 初動（揺れの最中）
□ 司会者／牧師が即座に声を出せた
□ 頭を守る・姿勢を低く・動かない指示が全体に伝わった
□ 危険な場所での行動が起きなかった

Ⅱ 判断・避難誘導
□ 避難判断者が想定どおり機能した
□ 避難経路・出口の安全確認ができた
□ 高齢者・子どもへの配慮ができた
□ 屋外一時避難場所が機能した

Ⅲ 避難後
□ 点呼・人数確認ができた
□ 初来会者も含め把握できた
□ けが人対応の役割が機能した

Ⅳ 振り返り
□ 役割分担の曖昧さが明確になった
□ 建物・設備の課題が見えた
□ 点検シートの×項目が影響したか確認した


避難訓練チェックリスト　B．大地震発生時（平日・少人数）
Ⅰ 初動
□ 在館者が一人でも安全行動を取れた
□ 出入口確保ができた

Ⅱ 揺れ収束後
□ 火災・ガス・建物被害確認ができた
□ 屋外退避判断に迷いがなかった

Ⅲ 連絡・記録
□ 最初の連絡行動が明確だった
□ 役員・教会への連絡ができた
□ 被害記録の意識があった

Ⅳ 振り返り
□ 平日想定が現実的だった
□ 牧師不在時の想定が必要と分かった



避難訓練チェックリスト　C．火災発生時（礼拝・集会中）
Ⅰ 初動
□ 火災発見の声がためらわず出た
□ 119番通報の役割が明確だった
□ 初期消火と避難判断を切り替えられた

Ⅱ 避難
□ 火元と逆方向へ誘導できた
□ 煙を想定した行動ができた
□ 出口混雑を制御できた

Ⅲ 避難後
□ 点呼・人数確認ができた
□ 消防対応役が明確だった

Ⅳ 振り返り
□ 消火器の場所・使い方を把握していたか
□ 初来会者にも伝わる指示だったか



避難訓練チェックリスト　D．火災発生時（平日・少人数）
Ⅰ 初動
□ 館内にいる人を把握し、火災発生の声がためらわず出た
□ 初期消火の判断を適切にした
□ 無理な初期消火をしなかった

Ⅱ 避難
□ 迷わず屋外退避できた
□ 近隣への配慮ができた

Ⅲ 連絡・事後
□ 教会としての報告・連絡を想定できた
□ 記録・振り返りの必要性を共有できた

Ⅳ 振り返り
□ 119番通報を即座に思い出せたか
□ 消火器の場所・使い方を把握していたか
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